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研究成果の概要（和文）：　本研究では「意識内容の神経相関」を越えて「意識の動的側面」や「意識の構造的
側面」をどうやって神経科学の枠組みで研究できるのかという神経現象学的課題に取り組んだ。その結果、そう
した研究を推進するためには、実験参加者から彼らの意識経験について豊かで信頼のできる報告を得るための技
術が必要だということがわかった。そうした報告を得るための方法論について次のような研究を行った。(1) 被
験者が意識経験をよりうまく記述できるような短期的なトレーニングを開発しテストした。(2) 被験者のよりよ
い経験記述を引き出すためのインタビュー方法を開発しテストし、それを用いて両眼視野闘争についての実験研
究を実施した。

研究成果の概要（英文）：We developed a novel methodological framework to explore the dynamic and the
 structural aspects of consciousness so as to extend the neuroscientific study of consciousness 
beyond the search for neural correlates of consciousness (NCCs). Such explorations should be greatly
 facilitated by using first-personal, introspective, or phenomenological reports about conscious 
experience. Based on this assumption, we explored reliable methods for collecting rich and accurate 
phenomenological descriptions from naive experimental participants. The first method aimed to train 
naive participants into competent “phenomenological reporters” in the short-term, that is, within 
a single visit to the lab. We tested the effectiveness of this method by conducting a psychological 
experiment. The second method aims to draw rich and accurate reports out of the participants by 
conducting an interview. We carried out a psychological experiment on binocular rivalry, using this 
interview method.

研究分野： 心の哲学、意識の哲学、知覚の哲学、神経現象学

キーワード： 意識　神経現象学　意識研究　経験報告　内観

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

1. 研究開始当初の背景 
 

本研究の背景にあるのは、近年、急速に
活発化している「科学的意識研究」の研究
動向である。科学的意識研究の最大の目的
は「意識の神経相関物（Neural Correlate of 
Consciousness; NCC）」を突き止めること
である(Crick and Koch 2003)。NCC とは、
意識経験を引き起こすのに十分な最小限の
神経活動を意味する。従来の科学的意識研
究では、さまざまな意識内容（とくに知覚
意識の内容）や意識レベル（覚醒レベル）
の NCC が集中的に探究されてきた。 
しかし、哲学の分野では「意識の流れ」

（James 1890）という言葉で、意識経験が
流動的なプロセスを含んでいることも指摘
される。また、内容が現れては消えていく
意識という場にはさまざまな構造があるこ
とも知られている。したがって、意識内容
や意識レベルだけでなく、意識の動的・構
造的側面を新たに科学的意識研究の領域に
とりこむ試みが必要となった。 
しかし、既存の NCC 研究の枠組みでは

意識の動的・構造的側面をうまく扱うこと
ができない。その理由は以下である。NCC
研究では外的に観察可能な反応／行動と探
求対象である意識（内容）を紐づけたうえ
で、その反応／行動と神経活動の相関を検
出する必要がある。たとえば、「赤さという
内容をもつ意識経験」であれば、「赤いもの
が見えている」といった趣旨の経験報告で
あったり、「赤いものが見えたらボタンを押
してください」という指示を背景としたボ
タン押しだったり、あるいは（もしそのよ
うなものがあるとすれば）赤いものが見え
ているときに特有の生理的反応であったり
する。このとき、そうした反応／行動は意
識（内容）が成立していることの指標とみ
なされることになる。 
ここで問題になるのは、どういった外的

に観察可能な反応／行動を意識の動的・構
造的特徴と紐づければよいか明らかではな
いということである。意識研究に携わって
いない一般の人々にとって、意識の動的・
構造的特徴は簡単に記述・報告できるよう
なものではない。また、どういう生理的反
応が意識の動的・構造的特徴の指標となり
うるかも明らかではない。したがって、意
識の動的・構造的特徴を神経科学的に研究
するためには、既存の NCC 研究とは異な
る枠組みが必要となるのである。 

 
２．研究の目的 

 
本研究の目的は、哲学的観点（分析哲学

と現象学）と科学的観点（神経科学と計算
科学）を融合させながら、意識の動的・構
造的側面を科学的に研究するための新たな
方法論的枠組みを提案することである。 
これはつまり、フランシスコ・ヴァレラ

らによって創始された神経現象学という方
法論を洗練させるということに他ならない。
神経現象学とは、「経験についての一人称的
な報告がもつ価値を受け入れながらも、認
知科学のような既存の研究枠組みがもつ統
計的な方法論を維持するような仕方で、客
観的データと主観的データを統合する」も
のである (Bockelman, Reinerman-Jones 
and Gallagher, “Methodological lessons 
in neurophenomenology: review of a 
baseline study and recommendations for 
research approaches”, 2013)。 
近年では神経現象学的なアプローチをと

る研究が増えてきているが、次のような課
題が残っている。(1)神経現象学がどのよう
に一般的な科学的意識研究とかかわるのか
（どのように補完するのか）が明らかでは
ない。(2) 神経現象学を用いた意識の動
的・構造的側面の研究はほとんどないし、
具体的にどういう手順で研究を進めればよ
いかも明らかではない。本研究の目的には、
こうした課題を解決することも含まれてい
る。 

 
３．研究の方法 
 
本研究は主に以下の三つの方法で行われ

る。 
(1) 分析哲学の手法に基づいて、従来の

科学的意識研究を批判的に検討し、そこに
神経現象学の方法論を位置づける。なお、
この研究は、主に(A) 意識についての概念
分析、(B)そうした概念分析を基盤にした意
識理論の体系的かつ分析的な整理、(C)体系
的に記述・分類された意識研究のマップへ
の神経現象学の位置づけ、によって行われ
る。 
（2）現象学の観点を基盤にして、意識の

動的・構造的特徴の体系的な記述を与える。
ここでの現象学的観点とは、(A)フッサール
等の著名な現象学者による関連する意識現
象の分析と、(B)私たち自身による関連する
意識現象の注意深い反省的分析のことを指
す。 
（3）意識の動的・構造的特徴にかかわる

心理学的・神経科学的な実験研究を実施す
る。この実験研究の最終的な目的は意識の
動的・構造的特徴の神経基盤を解明するこ
とだが、そのためには、そうした実験研究
の具体的な方法論を構築することが不可欠
となる。 
 

４．研究成果 
 
平成 28 度は次の二点についての研究を

行った。すなわち、(1) 意識の動的・構造
的側面についての現象学的・哲学的分析、
(2) 意識の動的・構造的性質を適切に記述
するために必要な現象学的反省‐報告能力
のトレーニング法の開発、である。後者の



トレーニング法の開発は、意識の動的・構
造的性質を神経科学の枠組みで研究してい
くうえで、不可欠だと考えられた。 
(1)の成果については次である。現在、科

学的意識研究の分野で最も大きな注目を集
めている理論の一つである「意識の統合情
報理論（Integrated Information Theory of 
Consciousness）」の詳細な読解と批判的検
討をおこない、それを通じて、意識の動的・
構造的側面の現象学的分析を進展させた。 
(2)の成果については次である。錯視図形

を用いた自由記述と、Micro-Phenomenology
を応用したガイダンスを組み合わせて、意
識経験の反省‐記述に必要な能力を養成す
るためのトレーニング法を開発した。そし
て、その心理実験によってそのトレーニン
グ法の効果を検証した。その結果、トレー
ニングの効果は一定程度検証されたが、ト
レーニング法の細部についてはさらなる改
定が必要だということが明らかになった。
このトレーニング法については、2017 年 6
月に北京で開催された Association for 
the Scientific Study of Consciousness
（ASSC）の大会で発表し、多くの意見や批
判を受けることができた。 
 平成 29 年度には、実験者が実験参加者の
意識経験についてインタビューを行うこと
により、彼らから豊かで正確な経験報告を
引き出すためのインタビュー方法論
（Micro-Phenomenology）について検討した。
その結果、こちらが短期的なトレーニング
法よりも実用的であると分かった。 
そこで私たちは、そのインタビューを用

いて、両眼視野闘争時の意識経験がもつ動
的・構造的特徴を特定しようと試みた。両
眼視野闘争を扱った理由は、両眼視野闘争
が現代の科学的意識研究においてよく用い
られており、また、その経験が日常的な経
験（変化するものの動画をみるような経験）
とは構造的に異なっていると考えられるか
らである。そのために行った実験は次であ
る。（A）両眼視野闘争経験に似せた動画を
作成し、被験者に両眼視野闘争の経験とそ
の動画による経験を識別する課題を行って
もらう。（B）それらの経験の違いについて
インタビュー形式で報告してもらう。（C）
そこで得られた記述をもとに、（通常の経験
と対比したうえでの）両眼視野闘争経験に
特徴的な動的・構造的性質のリストをつく
る。2018 年 2 月に本実験を実施し、現在、
実験データの分析を進めている。この実験
データの分析が完了し次第、両眼視野闘争
経験の構造的特徴の神経基盤についての実
験研究へと進む予定である。 
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